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オープンキャンパス(7/28)、高専祭(10/27・28)に図書館を開放し、図書館クイズや

スタンプラリー、利用者証発行サービスなどを行いました！沖縄高専図書館は一般の 

方へも開放しており、通常期は土曜日も開館しています。もちろん平日も 

利用できますので、ぜひ、お気軽にお越し下さい♪ 

今年は総合科学科教員や学生との連携により、例年より多くの書架 

企画を展示することができました。「学生による文学作品のプロモー 

ション」、「講義で実施した書評の展示」、「セクシャルマイノリティ関連図書展示」など、 

たくさんの企画が展示され、来館した人も足を止めて閲覧していました。また、男女共同

参画センターからの「パッケージ貸出図書」コーナーの図書も多く貸出されていました。 

7/28(土)、公開講座「多読図書の読み聞かせ」を開催しました。英語担当の先生の 

指導の下、親子参加型で、好きな多読図書の読み聞かせ発表などを行いました。 

最初は緊張していた方も、最後は笑顔で発表し、充実した時間となりました。 

高校時代、英国のプログレッシブ・ロック（略してプログレ）が大好きだった頃、 

「Emerson, Lake and Palmer（3 人組プログレバンド）が演奏している『聖地エルサレム』は 

英国詩人のWilliam Blake（ウィリアム・ブレイク）の作品にメロディがつけられた聖歌のカバー」 

という情報を得た。何となく Blake という詩人に興味を持った私は、英文学の教員をしていた父親に 

「William Blake って知ってる？ 」と無邪気に尋ねた。（今思うと Blake は英文学の常識と言って 

いい大詩人であり、まったくもって無知とは恐ろしい。）父は早速、本棚からオックスフォード版の 

William Blake’s Writings（ブレイク全集、G. E. Bentley, Jr.編集）を取り出して見せてくれた。 

ページをぱらぱらとめくるうちに不思議なイラストが目に留まった。それは三日月に梯子をかける男を描いたもので、 

男は ‘I want! I want!’と叫んでいる。プログレと同時に神秘思想にもかぶれていた私は、そのイラストに神秘思想に

通じる何かを感じ、Blake のイラストをもっと見たいし、Blake の作品も読んでみたい、と思い始めた。これが、私が 

英文学研究に舵を取る第一歩になった。この時期に Blake に出会わなかったら、つきつめれば、プログレに嵌って 

いなかったら、フランス文学を専攻して Arthur Rimbaud（アルチュール・ランボオ）あたりを研究していたことだろう。

そして、もちろん沖縄高専の教員にもなっていなかったはずだ。 

私の書棚 

第 11回 星野恵里子先生（総合科学科） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

去った 2018 年 10月29 日、図書館の一大イベント 

である「 」を実施しました！ 

図書委員は、各クラスでリクエストがあった本のほか、 

書店に並んでいる本から興味のあるものをじっくり 

選書し、小説から専門書まで幅広いジャンルの本が 

「 冊」選ばれました。 

学生目線で選ばれた図書を、ぜひご覧下さい♪ 

私は、ブックハンティングに参加して図書委員になっ

てよかったなと思いました。ジュンク堂に行って、どの

本を図書館に入れたいか考えながら本を見てまわるのは

とても楽しかったです。主に、科学の分野では面白い本

がたくさんあって何時間あっても足りないくらいでし

た。ブックハンティング終了後に新しく入ってきた本の

中に自分がリクエストした本が入っているのを見つけた

時はとてもうれしかったです。一年生で図書委員になっ

て、不安に思うことも多くありましたがやりがいを感じ

た瞬間でした。 

 僕は今年度高専に入学してきて、初めてブックハンテ

ィングというものに参加しました。僕はジュンク堂には 

たまに行くのですが、その時に面白そうだなと思って 

いた本が買えたのはよかったです。また、買う本を選ぶ

ときには、こんな本が人気そうだなとかこの本があれば

便利だななんて考えながら選べて、面白かったです。 

ジュンク堂は品ぞろえが豊富で、どの本を買うか迷う 

こともありましたが、いい本を多く選べたと思います。

ぜひ図書館にきて借りてみてください。 

私は、３年で初めて図書委員になり今回のブック 

ハンティングに参加しました。最初はあまり興味が 

わかずに漫画の方にいたのですが、見てまわると 

いろいろなジャンルの本があり楽しめました。自分の

欲しい本がある人や図書館にない本が読みたいけど 

買えないという人は図書委員になって参加してみる

といいかなと感じました。 

 今年度で図書委員 3年目になり、ブックハンティング

にもなれ、ブックハンティング先であるジュンク堂書店

さんの配置をなんとなく覚えていて、自分が図書館に 

置いて欲しい本がすぐ見つかります。1,2 年目の経験 

から図書館に置いてもらえそうな本はある程度把握 

しているので、さっと、お仕事を終え、自分が買いたい

本を物色します。来年度から図書委員になって参加して

みるのはいかがでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生イチオシの図書を紹介します♪ 

日々の勉強や、難しいと思っていたあの科目まで！ 

沖縄高専での「学び」をより楽しく思えるヒントがみつかるかも？ 

ぜひご覧ください！ 

高良 領くん(機械４年) 

金城 琉馬くん(情報２年) 

 

 自分はたまに仮想通貨やセキュリティの専門書を手に取ります。 

 

正直に言うと、自分の知識が足りなくて良く分からない事があるのでその時は 

ネットを駆使して調べます。図書館の本とインターネットの両方を使って調べ、 

 

 最近は、セキュリティに関する技術の本をよく読みます。 

実行プログラムの解析や、ネットワークの細かな仕組み、 

複雑な暗号を解読するのは個人的に面白くて離れられません。 
 
 

 図書館の本は面白い上に自分を高めてくれて一石二鳥 

です。これからもセキュリティ関連の本にたくさん 

触れたいと思います。 

 

機械システム工学科の学生には誰でも所持していながらも、あまり 
使う機会の無いように感じてしまう、「機械実用便覧」があるかと 
思います。 
しかし、あの本は基礎的な数学の知識や製図の仕方から力学、制御 

工学に至るまで、機械について学ぶ者としてこれほどまでにない 
くらい万能な一冊です。私はこの本さえあればほぼ全ての講義の内容 
をカバーできるほどの情報が詰め込まれていると考えています。 
また、この本は B6 ほどのサイズで持ち運びに向いています。 

 

専門書が無くても、インターネットが無くても、 
この本が役に立ってくれます。 



 

 

 

  

 

川満 日向子さん(生物 4年） 

 
この本を 1 ページ読んで私が思った感想です。魅力的な表紙に惹かれ

て手に取ったこの本は、いろいろな生き物たちが絶滅したワケを自ら語る
という新しいタイプの生物図鑑でした。 

 
イラストも魅力的ですが、何より面白いのは生き物たちが絶滅した理由

です。情けなくて笑えてしまうような理由から、人間のせいで滅びて 
いったというような私たち人類の過ちについて考えさせられる理由まで、
多種多様な生き様がコミカルに描かれています。 
 

この本を読み終わった後、生きることの難しさを感じると同時に、 
きっと誰もが道端のアリンコにすら話しかけずにはいられなくなって 
いるでしょう! 

真嘉比 浩乃さん(メディア 3年) 

メディア情報工学科は 3 年生に「コンピュータネットワーク」という
授業があり、そこでネットワークの仕組みについて勉強します。しかし
ネットワークは複雑で、覚えなければならない用語も沢山出てきます。 

 
この本は、ネットワークの基礎を体系的に学ぶことが出来ます。また、

中身もイラストが書かれていて分かりやすいです。 

 

 



 

 

 

各学科の学生インタビューや 
原稿作成をしてくれました！ 

渡嘉敷 匠くん(情報 4年) 

 

今までに何冊か、数学を題材にした小説を読んできましたが、ここまで 

数学に寄った作品は初めてです。「数学に寄った」というより、 

といった方が近い 

のかもしれません。 

話の主軸は、主人公の「僕」が、クラスメイトのミルカさんや後輩の 

テトラちゃんたちとの会話の中で、様々な数式を解いていくものです。 

式やグラフなどの説明は、会話もしくは話し口調の地の文で書かれて 

いるため、堅苦しさはあまりありません。また、ただ単に問題の 

解き方の解説をしているわけではなく、登場人物たちがその問題を 

どう捉え、どのようなアプローチで解き進めるか、というスタンス 

なので、解き方というよりは考え方を学ぶことに役立つと思います。 

 

純粋に物語としても楽しめる作品なので、気になった方は読んでみて下さい！ 

編集担当メンバー 

←与儀 瑠香 
←渡嘉敷 匠 
呉屋 愛恵→ 
玉城 裕明→ 

本校学生の紹介したおすすめ図書はいかがでしたか？ 

気になる本があったら、ぜひ借りてみてくださいね。 

もちろんこの他にもたくさんの図書があります。 

ぜひご覧ください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 2018 年 8 月に思潮社から出版した、私の第 9 詩集です。 

沖縄にいた 11 年間の三部作『瑠璃行』(第 35回山之口貘賞)、『魂魄風』 

(第 49 回小熊秀雄賞)の完結編となりました。沖縄の風土、歴史・文化、 

人々すべてからインスピレーションをいただき、今までの「網谷ワールド」が格段に拡がった

と評されました。歩くようなスピードで、一語一語味わっていただけたらと思います。 

日常とは違う世界へ、すぐそばに「異次元」は転がっています。 

詩集『水都』(思潮社) 

総合科学科 網谷厚子先生 

紹介された図書は、図書館にも所蔵があります♪ 
図書を執筆された職員の方は、図書館にご寄贈くださいますようご協力お願いいたします。 

電気学会論文誌 D(産業応用部門誌)Vol.139 No.2(2019) 

『ドローンとロボット組み込み/サスティナブルシステム』 

メディア情報工学科 姉崎隆先生 

電気学会Okinawa 型ドローン・サスティナブルシステム協同研究委員会が 

主催する研究会にて発表された数多くの論文をベースとし、今回の論文誌 

特集号向けに応募投稿された論文より小職が編集したものです。 

前回(2016年 10 月)の「Okinawa 型ロボット～」特集号に続き第４弾と 

なります。Okinawa 型ロボット組み込みシステムの取り組みが纏めてあります。厳正な査読を 

経て 13 件の論文が採録されています。引き続き、第５弾の論文誌特集号発行を 2019 年 9月号

で計画しています。すでに投稿された論文を基に査読・編集を進めています。ご期待ください。 

こんにちは！3 年情報通信システム工学科のピッチ・デイヴィットです。私はカンボジアから来ました。 

沖縄高専に来る前は、電子書籍を教材とし自室で勉強していました。言い換えれば、私はほどんど図書

館に行きませんでした。私の専門はコンピューター関連なので、デジタルでそれらの資料を見つけるのは

簡単です。だからこそ、図書館に行く必要はないと考えていました。しかし、沖縄高専の図書館を利用 

した時、私の考えは変わりました。 

図書館は私が考えていたより遥かに良いものでした。図書館の良いところは主に２つ挙げられます。 

１つ目は、環境です。いろんな形のテーブルがあるので、学生がグループまたは個人で利用するのに 

非常に便利です。また、雑誌を読んでちょっとした休憩を取りたいときにも便利なソファがあります。 

それにより、勉強したい人にも休憩したい人にも適切な環境が整っていて、多目的に利用できます。 

２つ目は、さまざまな教材へのアクセスができるところです。自分の専門の本だけでなく、他の専門の

本も沢山あるので、色々な知識も身に付けられます。また、洋書もあるので日本語で書いてある本に分か

らないところがあっても問題ありません。昔は自室で電子書籍を頼りに勉強していましたが、今は図書館

で紙書籍を使って勉強しています。皆さんも以前の私のように、すぐ近くで得られる情報で満足せず、 

一度図書館という未知の世界に足を踏み入れてみてはどうでしょうか？ 

ピッチ・デイヴィットくん(カンボジア出身) 



 

 

 

  

沖縄高専の図書館には、一般文学や参考書のほかに、他の図書館にはなかなか置いていない 
ようなコアな学術書や専門書が無数に所蔵されています。講義の予習や復習にはもちろん、 
課題の参考にもなりますし、中には自分で一から学ぼうと未知の分野の専門書を借りていく学生も
います。学びたいときに学べるだけの情報が得られる、とても素晴らしい環境なのだと気づかされ
ました。 
また、図書委員会が毎年行っているブックハンティングでは、各クラスから欲しい本のリクエス

トを募り、今年度も多くの小説や参考書が入荷されました。こうして図書館自体がアップデートを
していくことで、学生にとって常に新しく有意義な学びが得られ、そして憩いの場になれるという
のは本当に嬉しいです。お越しの際は、ぜひごゆっくり、本の世界をお楽しみいただければと 
思います。 
 

◆分類別貸出割合 ◆学科別貸出状況 

一般図書貸出 多読図書貸出 

2018 年 1 月～2018年 12 月 

沖縄高専図書館は、一般の方へも開放しています。 

また、「利用証」の発行を受ければ、図書の貸出も可能です。 

「利用証」の発行には身分証(運転免許証等)の提示と「図書館 

利用願」(図書館カウンターにて配布)への必要事項の記入が必要

となります。どうぞお気軽にご利用ください。 

奥 付 
「沖縄高専図書館だより」（第 11号） 

発行日：平成 31年 3月 

編集・発行：沖縄工業高等専門学校図書館 

〒905-2192  

沖縄県名護市字辺野古 905番地 

TEL：0980-55-4037   

FAX：0980-55-4067 

順位 回数 書名 / 著者名
「やる気」が出る心理学 / 中越裕史

無意識さんの力で無敵に生きる / 大嶋信頼

2級/3級 ; 航空検定出題例・解答解説集 

筋肉・骨の動きがわかる美術解剖図鑑 / アンドラス・スンニョギイ

微積分演習 : 全問精解 / 北山毅[ほか]

バイオインフォマティクス入門 / 日本バイオインフォマティクス学会

英単語キクタンTOEIC test score 600 / 一杉武史

ひとりで学べる秘伝の物理問題集 力学・熱・波動・電磁気・原子 / 青山均

9 23 英語はほんとに単純だ! / 西巻尚樹

これだけ!生化学 / 生化学若い研究者の会

5分後に恋の結末 / 橘つばさ[ほか]

7 25

10 22

1 33

3 28

5 26

順位 回数 書名 / 著者名
1 36 First steps in reading English(洋販ラダーシリーズ  Level 1)

2 18 Sam's new flat(Literacy land　Step 9)

pt. 2 ; Book week goes with a bang! (Literacy land Step 9)

pt. 1 ; Book week goes with a bang  (Literacy land Step 9)

The baby day(Literacy land　Step 9)

Down the rushing river (Literacy land Step 9)

7 16 Harry Potter and the sorcerer's stone / by J.K. Rowling

8 13 Beauty and the beast (洋販ラダーシリーズ ; Level 1)

A little princess  (Oxford bookworms library stage 1)

Rakugo(洋販ラダーシリーズ ; Level 2）

3 17

9 12

貸出ランキング 

渡嘉敷 匠 (4 年 情報通信システム)  学生図書委員長より 

学外の方へ 


